
３年生修学旅行
俳句コンテスト作品





修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ １班

金閣寺 金箔すごい 付いてたな 侑馬

幕末の 歴史にふれた 二条城 進司

金閣寺 キラキラ光って きれいだな 竜生

金閣寺 実物見れて よかったな 悠人

四季折々の 姿表す 龍安寺 翔輝

つゆの中 見る金閣寺 絶景かな 翔太



石庭に 向かいて思う この思い 泰祐
梅雨の中 光り輝く 金閣寺 晃太
弁慶の 歴史がいっぱい 清水寺 翔矢
千本の 鳥居がおりなす 風景画 詩音
清水で 扇子をあおぎ 風流かな 滉大
渡月橋 隣に七色 虹かかる 龍生

修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ ２班



鹿の子よ おまえも煎餅 欲しいのか 和馬

渡月橋 壊れそうで 怖かった 虎汰朗

京都タワー 一望できる 京都町 健哉

つゆの中 輝きました 金閣寺 匠

地主神社 石から石へと 縁結び 航波

金閣寺 二階と一階 金箔だ 拓海

修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ ３班



紫陽花が 咲きほこってる 京の町 真優

はじけとぶ 雨音ともに いざ聞かん 萌美
秋を待つ 京都の大物 金閣寺 知恵
せせらぎと 風鈴響く 祇園白川 歩美
ローソンが ローソンでない 京の町 裕美惠

修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ ４班



つゆ浴びて 京都に映える 青葉かな 綾乃
梅雨が来て 京都の町も 衣替え 真弥
渡月橋 水面にゆれる 万緑の森 文菜
虹かかる 京都の空の 雨の後 未夢
梅雨空に かすんで見える 渡月橋 萌果

修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ 5班



清水の 風鈴の音 きれいどす 真奈
恋もゆれ 葉桜ゆれる 源氏もの 明日香
夏近し 早朝響く 小鳥の声 愛莉
緑の葉 南風感じ わゆれている 和瑚
鹿の子と 日陰で休む 私たち 葵

修学旅行俳句コンテスト作品
３－１ 6班





風に舞い 降りゆく花の 薫りなり 朋哉
夕暮れや 光る景色に 涙ぐむ 春輝
炎昼に 光り輝く 金閣寺 颯太
見上げよう 歴史を語る 大仏を 龍之介
蝸牛 君の心は 何を見る 陸
梅雨の空 雨に染まる 渡月橋 虎哉太

修学旅行俳句コンテスト作品
3-2 1班



南風より 京の薫るる 四条通り 琴弥
むしむしと 扇子を求める 暑さかな 撤平
青春の 思い出刻む ３日間 恵大
奈良公園 シカいっぱいの 戦争かな 朋大
思い出を いっぱい作れた ３日間 慶伍
金閣寺 ひと目で心 奪われて 昇平

修学旅行俳句コンテスト作品
３－2 ２班



修学旅行俳句コンテスト作品
３－2 ３班

薫風や 絆深まる 嵐山 真友
僕と鹿 木陰に座りて 寺見ゆる 力貴
葉桜が いざなう我行く 鳥居道 雄輝
ピカピカと 太陽のごとく 金閣寺 瑠哉
新緑が 目に鮮やかな 五重塔 篤希
金閣寺 キラリキラリと 輝きけり 隆雅



新緑と 池に映るは 金の世界 南
触れそうで 触れられぬなり 鹿の子よ 怜美
風情ある 街並み色どる 新緑かな 菜々美
うるうると 瞳がもの言う 子鹿かな 胡桃
古都歩く 歴史広がる 新緑も 円香

修学旅行俳句コンテスト作品
３－2 ４班



新緑の 中で輝く 金閣寺 優
胸踊る 歴史語るは 梅雨の古都 柚
キラキラと 若葉も光る 金閣寺 彩香
鹿怖し 写真撮影 命懸け 麗
鹿の子の 瞳に映る 笑顔かな 美和

修学旅行俳句コンテスト作品
３－2 5班



修学旅行俳句コンテスト作品
３－2 6班

梅雨の中 気分上々 二条城 美香
古都の旅 家族想ひて 空見上げ 未来
地主神社 思いを込めて 恋みくじ 千尋
京都・奈良 思いで作った 梅雨のひと時 凜香
二条城 歴史が香る 梅雨の琴 七海


